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（３）広報伊丹■２０２４（令和６）年３月１日 第１５１３号
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❽
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井
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嫡
出
推
定
制
度
の
見
直
し
な
ど

４
月
１
日
か
ら
民
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
嫡
出
推
定
制
度
の
見
直
し

に
よ
り
、
次
の
通
り
変
更
し
ま
す
。

婚
姻
の
解
消
な
ど
の
日
か
ら
３００
日

以
内
に
生
ま
れ
た
子
は
、
母
が
再
婚

し
て
い
て
も
、
前
夫
の
子
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
る
子
に
つ
い
て
は
、
婚
姻

の
解
消
な
ど
の
日
か
ら
３００
日
以
内
で

あ
っ
て
も
、
再
婚
後
の
夫
の
子
で
あ

る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

再
婚
後
の
夫
を
父
と
し
て
出
生
届

を
提
出
す
れ
ば
、
婚
姻
後
の
戸
籍
に

子
が
入
り
、
父
欄
に
は
夫
の
氏
名
が

記
載
さ
れ
ま
す
。

１００
日
間
と
定
め
ら
れ
て
い
る
女
性

の
再
婚
禁
止
期
間
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。
４
月
１
日
以
降
に
さ
れ
る
婚
姻

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

夫
の
子
と
推
定
さ
れ
た
子
に
つ
い

て
、
夫
の
み
が
嫡
出
否
認
の
訴
え
に

よ
り
、
父
子
関
係
を
否
定
す
る
こ
と

が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
子

と
母
も
嫡
出
否
認
の
訴
え
を
提
起
で

き
、
出
訴
期
間
も
１
年
か
ら
３
年
に

延
び
ま
し
た
。

４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
る
子
に

適
用
さ
れ
ま
す
が
、
施
行
日
前
に
生

ま
れ
た
子
や
そ
の
母
も
、
４
月
１
日

か
ら
１
年
間
に
限
り
、
嫡
出
否
認
の

訴
え
を
提
起
し
て
、
血
縁
上
の
父
で

は
な
い
人
が
子
の
父
と
推
定
さ
れ
て

い
る
状
態
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

従
来
は
子
そ
の
他
の
利
害
関
係
人

は
、
認
知
に
対
し
て
反
対
の
事
実
を

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

改
正
に
よ
り
訴
え
の
提
起
者
を
子
、

認
知
し
た
人
（
父
）
と
母
に
限
定
し

ま
す
。
出
訴
期
間
も
無
期
限
か
ら
原

則
７
年
間
と
な
り
、
４
月
１
日
以
降

に
さ
れ
る
認
知
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
法
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

問
市
市
民
課
℡
７８４
・
８
０
３
８
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
窓
口

日
時
と
会
場
は
▽
３
月
４
日
㈪
�
野

間
笠
松
セ
ン
タ
ー
１
階
の
集
会
室
▽

８
日
㈮
�
県
営
伊
丹
南
町
高
層
住
宅

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ（
南
町
３
）。

い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
受
け
付
け
は
午
後
４
時
半
ま
で
）

▽
１２
日
㈫
・
１３
日
㈬
午
前
１０
時
〜
午

後
３
時
�
尼
崎
信
用
金
庫
昆
陽
里
支

店
（
池
尻
１
）
の
１
階
。

無
料
写
真
撮
影
あ
り
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
。

持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
休
日

開
庁

３
月
２４
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
、
市
役
所
１
階
の
市
民
課
窓

口
で
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
本
庁
窓
口

完
全
予
約
制
へ

３
月
１
日
㈮
か
ら

交
付
に
加
え
、
カ
ー
ド
申
請
・
電
子

証
明
書
の
更
新
・
暗
証
番
号
の
再
設

定
な
ど
予
約
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
を
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
担
当
℡
７８４
・
８
１
２
１
。
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幼
児
教
育
・
保
育

無
償
化
の
対
象
と
な

る
た
め
に
は
、
事
前

に
「
施
設
等
利
用
給

付
認
定
」
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

認
定
は
在
住
し
て

い
る
市
で
受
け
ま

す
。
市
外
に
引
っ
越

し
す
る
場
合
は
、
転

居
先
で
手
続
き
を
。

【
対
象
】
市
内
在
住
の
３
〜
５
歳

児
（
幼
稚
園
は
満
３
歳
か
ら
）
か
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
２
歳
児
以
下

で
、
４
月
以
降
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
▽
私
学
助
成
幼
稚
園
や
認

可
外
保
育
施
設
な
ど
に
入
園
▽
認
定

こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
に
入
園
し
、
預

か
り
保
育
な
ど
を
利
用
▽
認
定
こ
ど

も
園
、
幼
稚
園
、
認
可
外
保
育
施
設

な
ど
の
在
園
児
で
３
歳
児
ク
ラ
ス
に

進
級
し
、
新
２
号
認
定
を
受
け
た
い

（
現
在
新
３
号
認
定
の
人
除
く
）
―

―
な
ど
。

認
定
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
や

認
定
期
間
を
更
新
す
る
場
合
も
申
請

が
必
要
で
す
（
変
更
・
更
新
を
希
望

す
る
月
の
前
月
２０
日
ま
で
に
必
要
書

類
を
市
教
委
教
育
保
育
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
）。

詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）
で
確
認
を
。



市
役
所
２
階
の
教
育
保
育
課
で

配
布
す
る
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
え

て
、
３
月
１９
日
ま
で
に
直
接
か
郵
送

（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹

市
役
所
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
保

育
課
（
℡
７８４
・
８
０
３
５
）
へ
。

◆
施
設
等
利
用
費
請
求
書
等
の
提
出

市
教
委
は
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設

等
利
用
給
付
認
定
（
新
２
号
か
新
３

号
）
を
受
け
、
令
和
５
年
１０
月
〜
６

年
３
月
に
幼
稚
園
な
ど
の
無
償
化
対

象
施
設
（
事
業
）
を
利
用
し
た
人
に

対
す
る
施
設
等
利
用
費
（
預
か
り
保

育
料
や
認
可
外
保
育
施
設
の
利
用
料

な
ど
）
を
支
給
し
ま
す
。

請
求
手
続
き
に
は
、
施
設
等
利
用

費
請
求
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
や
各
園
が
発
行

す
る
領
収
証
兼
提
供
証
明
書
が
必
要
。

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

読
み
取
り
可
）
か

ら
確
認
を
。
い
ず

れ
も
各
園
が
定
め
る
提
出
期
限
ま
で

に
提
出
を
。

支
給
は
５
月
下
旬
の
予
定
。

問
市
教
委
教
育
保
育
課
℡
７８４
・
８

０
３
５
。

◆
保
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
資
格
不
問
）

を
募
集

▽
勤
務
�
週
５
日
で
月
〜

土
曜
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
１５
分

（
シ
フ
ト
勤
務
あ
り
）
▽
勤
務
地
�

公
立
保
育
所
園
・
こ
ど
も
園
▽
月
給

�
１６
万
９
千
円
。

◎
児
童
支
援
員
（
週
３０
時
間
勤
務
職

員
）

▽
勤
務
�
週
５
日
で
月
〜
金

曜
の
正
午
〜
午
後
６
時
半
の
う
ち
６

時
間
（
学
校
長
期
休
業
日
は
午
前
８

時
１０
分
〜
午
後
６
時
半
の
う
ち
８
時

間
）
程
度
の
シ
フ
ト
制
（
学
校
行
事

に
よ
り
午
前
中
か
ら
の
勤
務
あ

り
）、
土
曜
午
前
８
時
１０
分
〜
午
後

５
時
１０
分（
年
１３
回
程
度
の
当
番
制
）

▽
応
募
資
格
�
幼
稚
園
、
小
・
中

学
、
高
校
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭

の
教
員
免
許
か
保
育
士
資
格
を
持
つ

人
▽
月
給
�
１８
万
６
千
５００
円
。

◎
医
療
的
ケ
ア
看
護
師

▽
勤
務
�

月
〜
金
曜
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

半
▽
内
容
�
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
に

お
け
る
ケ
ア
▽
応
募
資
格
�
看
護
師

か
准
看
護
師
資
格
を
持
つ
人
▽
月
給

�
２５
万
４
千
７００
円
。

◎
特
別
支
援
学
校
看
護
師
・
介
助
員

【
看
護
師
】
▽
勤
務
�
週
１
〜
２
日

の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
▽
応
募

資
格
�
看
護
師
か
准
看
護
師
資
格
を

持
つ
人
▽
時
給
�
１
千
５８０
円
【
介
助

員
】
▽
勤
務
�
月
〜
金
曜
の
午
前
７

時
半
〜
午
後
４
時
▽
資
格
�
不
問
▽

月
給
�
１７
万
５
千
円
【
短
時
間
介
助

員
】
▽
勤
務
�
月
〜
金
曜
の
午
前
７

時
半
〜
９
時
半
お
よ
び
午
後
２
時
半

〜
４
時
▽
資
格
�
不
問
▽
時
給
�
１

千
２９０
円
。

＊

＊



市
役
所
２
階
の
職
員
課
に
あ
る

所
定
の
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
書
き
、
写
真
を
貼
り
、
直
接
か
郵

送
で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
教
育

委
員
会
事
務
局
職
員
課
（
℡
７８４
・
８

０
８
４
）
へ
。

申請は３月１９日まで
幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育のののののののののののののののののののののの無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化

今
号
は
、
番
外
編
と
し
て
、
教

育
長
が
お
届
け
し
ま
す
。

子
ど
も
の
幸
せ
の

た
め
に

教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
の

幸
せ
の
実
現
を
目
指
し
、
こ
れ
ま

で
幼
児
教
育
改
革
や
中
学
校
給
食

の
導
入
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
設
置
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
中
で
も
一
番
力
を
入
れ
て
き

た
の
が
、
幸
せ
な
人
生
を
送
る
基
盤

と
な
る
「
学
力
の
向
上
」
で
す
。

平
成
１９
（
２
０
０
７
）
年
、
学
力

の
現
状
を
測
る
最
も
客
観
的
な
資
料

と
し
て
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
が
始
ま
り
、
当
初
本
市
の
児
童

生
徒
の
学
力
は
全
国
平
均
を
下
回
る

と
い
っ
た
状
況
で
し
た
。

物
事
は
す
べ
て
現
状
を
直
視
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
本
市
は
、

こ
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。行

政
に
お
い
て
は
、
校
舎
の
大
規

模
改
修
や
ト
イ
レ
改
修
、
読
書
指
導

員
な
ど
の
配
置
な
ど
教
育
環
境
の
整

備
に
努
め
ま
し
た
。
学
校
現
場
に
お

い
て
は
、
校
内
研
究
の
充
実
を
図

り
、
自
校
の
課
題
に
即
し
た
授
業
改

善
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
な
ど
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
家
庭
・
地
域
に
お

い
て
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確

立
や
「
土
曜
学
習
」
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

行
政
・
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

「
横
の
連
携
」に
よ
り
、現
在
で
は
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
に
至
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）。

も
う
１
つ
見
逃
が
す
こ
と
が
で
き

な
い
の
が
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
等
学

校
ま
で
の
「
縦
の
連
携
」
に
よ
る
教

育
の
充
実
で
す
。

乳
幼
児
期
は
、「
子
ど
も
は
５
歳

ま
で
に
そ
の
生
涯
に
学
ぶ
べ
き
こ
と

を
学
び
終
わ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
好
奇
心
や
主
体
性
、
協
働
性
な

ど
人
生
の
エ
ン
ジ
ン
が
培
わ
れ
る
極

め
て
大
切
な
時
期
で
す
。

こ
の
時
期
の
教
育
・
保
育
の
重
要

性
に
注
目
し
、
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園

・
保
育
所
の
所
管
を
教
育
委
員
会
に

一
元
化
し
、
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に

の
っ
と
り
、
一
体
と
な
っ
て
研
修
に

取
り
組
む
な
ど
、
質
の
向
上
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

学
力
の
向
上
は
、こ
の
よ
う
な「
縦

と
横
の
連
携
」
を
大
切
に
し
た
教
育

の
成
果
で
あ
り
、
今
後
も
、「
子
育

て
す
る
な
ら
伊
丹
」「
学
力
を
伸
ば

す
な
ら
伊
丹
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

が
定
着
す
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。（教

育
長

木
下

誠
）

〈番外編〉

東日本大震災関連プラネタリウム

「星よりも、遠くへ」を開催

【日時】３月１０日㈰
午後０時２０分
【会場】こども文化
科学館
【内容】震災の日の
星空と被災者との繋
がりを描いたプラネ
タリウム版ドキュメ
ンタリー（星空解説なし）
【定員】１５０人
【参加料】無料（要整理券。整理券は当
日午前９時から同館で配布）。先着順。

こども文化科学館℡７８４-１２２２

中心市街地の店舗などで子どもたちがさまざま
な「お仕事体験」ができる、町ぐるみ職業体験イ
ベントです。
【日時】３月２３日㈯午前１０時～午後５時
【会場】JR・阪急伊丹駅周辺の協力店舗など
【対象・定員】小学生２００人程度
【参加料】２体験１５００円
�同イベントホームページ（二
次元コードから読み取り可）で電
子申請を。先着順（希望者多数の
場合は抽選）。

はたら子実行委員会事務局℡７４４-０２１５


